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「
女
子
大
学
」
―

ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・

バ
イ
ア
ス
か
ら
の
解
放

特集  Special  Feature
2
0
1
4
年
〜
2
0
1
5
年
頃
、
優
れ
た
人
材
を
送
り

出
し
て
い
る
、
米
国
の
歴
史
あ
る
女
子
大
学
間
で
、
ト
ラ

ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
学
生
を
受
け
入
れ
る
か
ど
う
か
と
い

う
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
ミ
ル
ズ
、
マ
ウ
ン

ト
・
ホ
リ
ヨ
ー
ク
な
ど
の
女
子
大
学
が
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン

ダ
ー
の
学
生
の
受
け
入
れ
を
決
め
ま
し
た
。
翌
年
に
は
、

さ
ら
に
多
く
の
女
子
大
学
が
、
受
け
入
れ
る
姿
勢
を
表
明

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
米
国
に
お
い
て
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン

ダ
ー
女
性
も
女
性
で
あ
る
と
い
う
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
で
き

て
き
た
か
ら
で
す
。

す
べ
て
の
女
性
の
夢
の
実
現
を

お
茶
の
水
女
子
大
学
で
は
、
2
0
1
5
年
に
ト
ラ
ン
ス

ジ
ェ
ン
ダ
ー
女
性
か
ら
受
験
に
つ
い
て
問
合
せ
が
あ
っ

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
2
0
1
6
年
か
ら
検
討
を
始
め

ま
し
た
。
2
0
1
7
年
に
は
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
作

り
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
当
事
者
や
研
究
者
か
ら
お

話
を
聞
い
た
り
、
海
外
の
大
学
の
状
況
に
つ
い
て
調
べ
た

り
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
す
べ
て
の
女
性
の
夢
の
実
現

を
目
指
す「
女
子
大
学
」で
あ
る
本
学
が
、
性
自
認
が「
女

性
」で
あ
る
学
生
を
、
女
性
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
は

自
然
な
こ
と
だ
と
い
う
結
論
に
な
り
ま
し
た
。

学
内
の
多
様
性
へ
の
理
解

本
学
は
、
昔
か
ら
学
生
も
教
職
員
も
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
学

を
学
ぶ
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。
学
生
は
1
年
生
か
ら
授

業
を
受
け
る
機
会
が
あ
る
た
め
、
差
別
や
偏
見
に
対
し
て

は
し
っ
か
り
し
た
考
え
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ン
ス

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
学
生
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
学
生
や
教
職
員
と
意
見
交
換
し
て
き
ま
し
た
が
、
反
対

だ
と
い
う
意
見
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
受
け
入
れ

体
制
の
整
備
に
つ
い
て
の
質
問
は
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
が

非
常
に
前
向
き
で
し
た
。「
自
分
た
ち
の
大
学
が
こ
の
よ

う
な
こ
と
に
取
り
組
む
の
は
誇
り
で
す
」と
言
っ
て
く
れ

た
学
生
も
い
ま
し
た
。「
こ
の
よ
う
な
環
境
が
出
来
て
い

る
な
ら
ば
、
い
つ
ま
で
も
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
る
必
要
は
な

い
」と
、
今
年
7
月
に
記
者
会
見
に
踏
み
切
っ
た
の
で
す
。

長
い
歴
史
の
中
で
、
多
様
性
を
大
切
に
す
る
と
い
う
姿
勢

を
皆
が
身
に
着
け
て
お
り
、
性
は
男
性
・
女
性
に
は
っ
き

お茶の水女子大学長　室伏きみ子さん
お茶の水女子大学理学部生物学科卒業後、東京大
学大学院博士課程修了（医学博士）。1996年お茶の
水女子大学理学部教授。理学部長、理事・副学長を
経て2015年学長に就任。

日本の女子大学
2017年現在、全国に4年制の（制度上の）女子大学は
77校（※）あるとされている。そのうち国立大学は、
お茶の水女子大学を含めて2校である。同大学は、
明治8（1875）年11月29日に、日本最初の女性の
ための官立の高等教育機関として設立された。

※武庫川女子大学教育研究所ホームページ
「女子大学統計 大学基礎統計」より　

り
区
分
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
理
解
も
早
か
っ
た

と
い
う
こ
と
が
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
学
生
の
受
け

入
れ
を
可
能
に
し
た
の
で
し
ょ
う
。

他
の
女
子
大
学
へ
の
広
が
り

日
本
の
女
子
大
学
で
初
め
て
の
決
断
と
い
う
取
り
上
げ

ら
れ
方
を
し
ま
し
た
が
、
こ
の
決
定
は
特
別
の
こ
と
で
は

な
く
て
、
人
の
成
り
立
ち
か
ら
考
え
る
と
あ
た
り
ま
え
の

こ
と
で
し
た
。
日
本
の
多
く
の
女
子
大
学
が
加
盟
し
て
い

る
女
子
大
学
連
盟（
現
在
28
大
学
が
加
盟
）の
会
議
で
も
、

ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
こ
と
が
議
題
に
あ
が
っ
て
い
ま

す
。
各
大
学
の
事
情
や
カ
ラ
ー
が
あ
る
た
め
、
す
ぐ
に
は

足
並
み
は
そ
ろ
い
ま
せ
ん
が
、
か
な
り
の
大
学
が
検
討
を

し
て
い
る
よ
う
で
す
。

日
本
で
は
、
今
で
も
女
性
が
本
来
の
能
力
を
発
揮
し
た

り
、
自
分
の
夢
を
実
現
し
た
り
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
女
子
大
学
が
持
つ
役
割
は
ま

だ
ま
だ
大
き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
日
本
の
社
会
が
ま
だ

男
女
共
同
参
画
を
実
現
で
き
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と

は
、
様
々
な
指
数
に
表
れ
て
い
ま
す
。

お
茶
の
水
女
子
大
学
は
、
2
0
2
0
年
度
か
ら

戸
籍
が「
男
性
」で
、
自
分
の
性
の
認
識
が

「
女
性
」で
あ
る
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
学
生
の

入
学
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

そ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
受
け
、
こ
こ
に
き
て

「
女
子
大
学
の
存
在
意
義
」に
つ
い
て
、

様
々
な
意
見
も
出
て
い
ま
す
。

入
学
受
け
入
れ
の
判
断
に
至
る
ま
で
の
経
緯
か
ら
、

現
在
の「
女
子
大
学
」の
意
義
に
つ
い
て
、

お
茶
の
水
女
子
大
学
長
の
室
伏
き
み
子
さ
ん
に

お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

世
界
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
み
る

日
本
の
女
性
の
状
況

米
国
の
女
子
大
学
の
動
き

← 

次
の
ペ
ー
ジ
の
グ
ラ
フ
を
参
照

（
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・バ
イ
ア
ス
＝
無
意
識
の
偏
見
）

お茶の水女子大学本館
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ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
の

な
い
場
所
で

こ
の
よ
う
に
、
女
性
が
活
躍
で
き
る
環
境
が
整
備
さ
れ

て
い
な
い
上
に
、
人
々
の
中
に
は「
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ

イ
ア
ス（
無
意
識
の
偏
見
）」が
存
在
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
社
会
で
は「
女
性
は
政
治
に
向
い
て
い
な
い
」、「
経

済
活
動
を
す
る
上
で
女
性
に
は
俯
瞰
力
が
な
い
」、「
女
性

は
理
系
が
苦
手
」な
ど
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
偏
見
を
積
極
的
に
な
く
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

私
は
、
そ
れ
が
可
能
な
の
は
女
子
大
学
だ
と
思
い
ま

す
。
共
学
の
学
校
で
は
、
様
々
な
活
動
に
お
い
て
女
性
が

ト
ッ
プ
に
立
つ
場
面
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
小
学

校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
大
学
を
見
て
も
、
ク
ラ
ス
や

ク
ラ
ブ
、
サ
ー
ク
ル
の「
長
」が
付
く
役
は
、
未
だ
に
多
く

が
男
子
で
す
。
こ
う
し
て
若
い
女
性
は
、
責
任
を
持
た

な
く
て
よ
い
と
い
う
状
況
に
置
か
れ
続
け
る
た
め
、
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
経
験
が
持
て
ず
、
育
成
さ
れ
な
い
の

で
す
。

一
方
、
女
子
大
学
や
女
子
高
で
は
必
ず
女
性
が
中
心
に

立
た
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
責
任
も
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
経
験
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
で
き

て
こ
そ
、
社
会
に
出
て
自
分
の
芯
を
持
っ
て
活
躍
で
き
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。
実
際
に
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
の
学

生
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
責
任
を
持
っ
て
様
々
な
こ
と
に
取
り

組
ん
で
い
て
、
外
に
出
て
行
っ
て
も
多
様
な
分
野
で
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
躍
で
き
る
人
材
が
育
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
女
子
大
学
で
は
、
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
の

中
で
自
分
の
将
来
を
あ
き
ら
め
た
り
、
埋
も
れ
て
し
ま
う

こ
と
な
く
、
自
分
自
身
の
資
質
や
能
力
を
十
分
に
発
揮
し

て
の
び
の
び
と
暮
ら
せ
ま
す
。
現
在
の
よ
う
に
、
政
治
な

ど
の
世
界
で
セ
ク
ハ
ラ
発
言
な
ど
が
目
立
つ
時
代
に
、
女

性
た
ち
が
自
立
し
、
自
分
た
ち
を
貶
め
る
よ
う
な
発
言
に

対
し
て
毅
然
と
し
て
い
ら
れ
る
の
は
大
事
な
こ
と
で
す
。

共
学
化
の
議
論
は
今
で
は
な
い

将
来
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
今
の
若
い
男
性
は
偏

見
が
少
な
い
の
で
、
こ
れ
が
続
け
ば
2
〜
30
年
後
に
は

完
全
に
平
等
な
社
会
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
時
に
は
、
女
子
大
学
と
し
て
残
る
か
ど
う
か

を
そ
の
時
代
の
人
た
ち
に
考
え
て
も
ら
え
れ
ば
よ
い
の
で

す
。
た
だ
現
状
で
は
共
学
化
し
て
も
何
一
つ
よ
い
こ
と
は

な
く
、
女
子
大
学
と
し
て
、
社
会
で
活
躍
し
、
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
社
会
を
け
ん
引
で
き
る
様
な
女
性
を
育
て
て
い
く

と
い
う
重
要
な
意
義
が
あ
る
こ
と
を
、
社
会
の
皆
さ
ん
に

も
理
解
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

就
業
率
ラ
ン
キ
ン
グ 

﹇
表
1
﹈

例
え
ば
、
経
済
協
力
開
発
機
構（
O
E
C
D
）の
25
〜
54
歳

の
女
性
の
就
業
率
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、
日
本
は
O
E
C
D
加

盟
の
36
カ
国
の
中
で
23
位（
男
性
は
2
位
）で
す
。

ま
た
、
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ

プ
指
数
で
は
1
1
0
位（
2
0
1
8
年
）と
、
先
進
国
と
し
て

悲
し
く
な
る
数
値
で
す
。
こ
の
指
数
は
、「
経
済
活
動
へ

の
参
加
と
機
会
」「
教
育
達
成
」「
健
康
と
生
存
率
」「
政
治
的

発
言
力
」の
4
項
目
を
数
値
化
し
て
い
ま
す
。
日
本
は「
健

康
と
生
存
率
」は
よ
い
の
で
す
が
、「
経
済
」「
教
育
」「
政
治
」

に
関
し
て
男
性
と
の
差
が
と
て
も
大
き
い
の
で
す
。

ガ
ラ
ス
の
天
井
ラ
ン
キ
ン
グ 

﹇
表
2
﹈

英
国
の「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
」誌
が
、
O
E
C
D
加
盟
国
を
対

象
に「
高
等
教
育
を
受
け
る
機
会
」「
労
働
参
加
率
」「
賃
金
格

差
」な
ど
の
10
項
目
に
、
さ
ら
に
男
性
の
育
児
休
暇
取
得
率

を
加
え
て
調
査
し
た「
ガ
ラ
ス
の
天
井
ラ
ン
キ
ン
グ
」で
は
、

日
本
は
な
ん
と
29
カ
国
中
28
位
で
し
た
。

女
性
国
会
議
員
の
割
合
ラ
ン
キ
ン
グ  ﹇
表
3
﹈

列
国
議
会
同
盟（
I
P
U
）に
よ
る
世
界
の
女
性
国
会
議

員
の
割
合
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
1
9
3
カ
国
の
調
査
対
象

の
う
ち
日
本
は
非
常
に
低
く
、
1
6
0
位
で
す
。
特
に
、

地
方
議
会
に
は
女
性
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
地
域
も
あ
り
ま

す
し
、
47
都
道
府
県
議
会
や
20
政
令
指
定
都
市
市
議
会
の

議
長
に
は
女
性
が
い
ま
せ
ん
。
こ
の
状
況
で
は
い
つ
ま
で

た
っ
て
も
日
本
は
上
位
に
上
が
っ
て
来
な
い
で
し
ょ
う
。

表1：OECD加盟国における（25－54歳）の就業率

表2：ガラスの天井（※）ランキング　女性の働きやすさ

表3：女性国会議員の割合ランキング

OECD Employment Outlook 2018より作成。就業率は「25～ 54歳就業者数」／「25～ 54歳人口」×100

「エコノミスト」ガラスの天井ランキング2018より作成
https://www.economist.com/graphic-detail/2018/02/15/the-glass-ceiling-index

2018年11月1日までに各国議会から提供されたデータを
元に作成された、列国議会同盟（IPU）の資料より抜粋。
http://archive.ipu.org/wmn-e/classif.htm

193カ国中の国会議員の女性の割合の順位を表している。
二院制の国は下院（日本は衆議院）議員の女性の割合である。

女性

男性 OECD平均86.8％

※女性の社会進出を妨げる見えない障壁

OECD平均68.9％
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「
家
族
を
つ
く
る
こ
と
に
失
敗
し
た
」

と
い
う
言
葉
か
ら
始
ま
る
、
広
い
意
味

で
の「
家
族
」を
テ
ー
マ
に
し
た
自
伝
的

な
エ
ッ
セ
イ
集
。
若
い
こ
ろ
の
結
婚
の

失
敗
、
再
婚
を
経
て
、
著
者
が
自
分
と

家
族
の
関
係
性
を
淡
々
と
思
い
出
し
、

見
つ
め
な
お
し
、
語
り
な
が
ら
心
を
整

理
し
て
い
る
様
を
疑
似
体
験
し
て
い
る

感
覚
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

か
つ
て
ア
ン
チ
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
共

感
し
て
い
た
と
い
う
著
者
は
、
フ
ェ
ミ

ニ
ス
ト
を「
性
別
に
関
係
な
し
に
人
を
尊

重
す
る
人
の
こ
と
」だ
と
定
義
し
つ
つ
、

自
身
は
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
だ
と
思
う
と

語
っ
て
い
ま
す
。「
愛
」と「
家
族
」に
つ

い
て
語
る
著
者
の
言
葉
に
は
、
女
性
も

男
性
も
多
く
の
人
が
共
感
す
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
協
力
委
員
：
尾
﨑
綱
賀
）　

『
愛
と
家
事
』

『
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
解
決
―

大
学
の
常
識
を
問
い
直
す
』

太
田
明
日
香
著　
﹇
創
元
社
﹈

北
仲
千
里
・
横
山
美
栄
子
著　
﹇
寿
郎
社
﹈

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト（
ア
カ

ハ
ラ
）も
、
他
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
同
様

に
、
昔
か
ら
起
き
て
い
た
行
為
が
、
今
よ

う
や
く
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
し
て
認
識
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
特
に
ア
カ
ハ
ラ
は
大
学
や

研
究
室
と
い
う
閉
鎖
的
な
中
で
起
き
る
こ

と
か
ら
、
社
会
か
ら
ず
れ
た
常
識
が
つ
く

ら
れ
や
す
く
、
外
か
ら
も
見
え
に
く
か
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

本
書
は
、
大
学
で
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
相

談
室
を
担
当
し
て
き
た
二
人
の
著
者
が
、

ア
カ
ハ
ラ
を
場
面
ご
と
に
分
類
し
た
上
で

可
視
化
し
、
ど
う
解
決
・
防
止
す
れ
ば
よ

い
か
を
提
示
し
て
い
ま
す
。

学
生
や
教
員
が
と
も
に
、
心
か
ら
信
頼

し
尊
敬
し
合
い
、
大
学
と
い
う
教
育
や
研

究
の
空
間
を
享
受
で
き
る
よ
う
に
と
い
う

著
者
の
熱
意
が
伝
わ
り
ま
す
。

（
リ
ー
ブ
ラ
職
員
）　

このところセクシュアルマイノリティの歴史的運動を
描いた映画が相次いで出されている。2015年には、現在
のプライドパレードのはじまりとなった1969年ストーン
ウォール事件を描いた映画、『ストーンウォール』（ローラ
ンド・エメリッヒ監督）が公開され、2017年には90年代
初頭のエイズをめぐって展開したアクト・アップ・パリの
運動を描いた本作がカンヌ映画祭のグランプリを受賞す
る。同性婚を認める国や自治体が増えてきたなかで、現在
のLGBTの権利は先人達の運動によってもたらされたこと
をあらためて振り返らせるものとなった。
「アクト・アップ・パリ」は1987年にニューヨークで発足
した運動に由来し、エイズをめぐる権利要求運動と差別
と偏見に対する啓発活動を行っている団体である。物語
は、メンバーが次々とエイズで倒れていくなかで、会社の
利益のためになかなか新薬の発表をしないでいる製薬会社

に開示を求めてアピール行動を行うところからはじまる。
薬害エイズの訴訟の話もある。高校で適切な性教育が
行われていないとみるやゲリラ的に避妊具を配り、感染
経路を説明したりもする。くり返し描かれるのはメンバー
のミーティングの様子である。運動はすべて話し合いに
よって決議され、非暴力的に行おうとしていることがよく
わかる。デモとは決して無秩序な反乱などではない。

LGB（レズビアン、ゲイ、バイセクシュアル）は性的指向
（セクシュアル・オリエンテーション）の問題だが、どういう
わけか性的「嗜好」と間違われるケースがある。それが
「嗜好」などという趣味の問題などでは全くないことは、
本作をみれば痛いほどわかる。エイズがまだ死の病で
あったころ、身近な友人や大切な恋人を失うなかで懸命に
生きて、愛した人たちの姿がここには刻まれているのだ。

発売・販売元：TCエンタテインメント
DVD発売中（3,800円＋税）
©Céline Nieszawer

平成30年度港区ワーク・ライフ・バランス推進企業認定証交付式&
シンポジウムを開催しました。

◎平成30年度港区ワーク・ライフ・バランス推進企業　新規認定企業

港区では、仕事と家庭の両立支援や男女がともに働きやすい職場の実現
に向けて、ワーク・ライフ・バランスに取り組んでいる中小企業を認定し、
その取組みを応援しています。
この度、平成30年度港区ワーク・ライフ・バランス推進企業が決定しました
ので、港区長から「港区ワーク・ライフ・バランス推進企業認定証」を交付し
ました。また、シンポジウムも同日開催しました。

日時：平成30年11月15日（木）14時－17時
場所：港区立男女平等参画センター　リーブラホール
［第1部］ 平成30年度港区ワーク・ライフ・バランス推進企業認定証交付式
［第2部］ シンポジウム
基調講演：関根紀子氏（サイボウズ株式会社執行役員カスタマー本部長）
取組紹介：田中美和氏（株式会社Waris共同代表）、
 菅野聖子氏（資生堂ジャパン株式会社人事部）

［認定期間］平成30年10月1日から3年間

新規企業

更新企業
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汐留西公園
汐留西地区内の、イタリアをイメージして作られた街「汐留シオサイト5区
イタリア街」の中央にあり、街の広場として利用されています。また、公園
の広場内に、転車台の最下段の切石を輪郭部に使用したデザインが、再現
されています。
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寺
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ちぃばす
芝浦港南ルート
（田町駅東口行）
「芝浦一丁目」

ちぃばす
芝浦港南ルート
（田町駅東口行）
「芝浦一丁目」

ちぃばす
芝浦港南ルート
（田町駅東口行）
「芝浦一丁目」

三
田
駅

ちぃばす
芝ルート・芝浦港南ルート
（品川駅港南口行）
「みなとパーク芝浦」

ちぃばす
芝ルート・芝浦港南ルート
（品川駅港南口行）
「みなとパーク芝浦」

ちぃばす
芝ルート・芝浦港南ルート
（品川駅港南口行）
「みなとパーク芝浦」

JR山
手線
／京
浜東
北線

港区立男女平等参画センター「リーブラ」

●  JR「田町駅」東口（芝浦口） 徒歩5分 
●  地下鉄浅草線･三田線「三田駅」A6出口 徒歩6分
●  ちぃばす 芝ルート･芝浦港南ルート（品川駅港南口行）「みなとパーク芝浦」徒歩0分
   芝浦港南ルート（田町駅東口行）「芝浦一丁目」徒歩4分
●  都営バス（田92･99）「田町駅東口」 徒歩7分

● 相談の秘密は固く守りますので、安心してご相談ください。
● カウンセラーがあなたといっしょに考えていきます。
● 弁護士による法律相談もあります。（面接相談・月1回）

港区立男女平等参画センター リーブラ相談室 ［専用電話］03-3456-5771

＊日曜・年末年始・臨時休館日を除き、祝日も開室。
＊相談は無料です。まずはお電話ください。  
＊面接相談と法律相談はご予約ください。

午前10時 

月 火 水 木 金 土

午後6時

家族、仕事、生き方、働き方、夫婦・親子・友人などの人間関係、
離婚、DV（ドメスティック・バイオレンス）、デートDV、LGBT、
ハラスメントなど… どのようなご相談も受け付けています。

電話相談

ご相談・ご予約は

面接相談

法律相談

月曜日から土曜日まで開室！
火曜日・金曜日は、夜も開室しています。

無料

午後4時
午後9時

―
―

写真上段：
左　サイボウズ株式会社　関根紀子氏
右　資生堂ジャパン株式会社　菅野聖子氏

写真下段：
株式会社Waris　田中美和氏

◎シンポジウム「チームの力を引き出す！ワーク・ライフ・バランス最前線」

ワーク・ライフ・バランスという言葉はすでに一般的に知られていますが、
どれくらいの企業が実際に実現できているでしょうか。今回は規模の異なる
3社のリーダーにご登壇いただきました。
サイボウズ株式会社の関根紀子氏による基調講演では、「サイボウズのワーク
スタイル改革」と題し、社員一人ひとりにあった多様な働き方に対応する、先
進的な制度の導入についてのお話がありました。続いて、株式会社Warisの
田中美和氏と資生堂ジャパン株式会社の菅野聖子氏から、育児や家事と仕事
との両立を目指した柔軟な働き方を支える取組を紹介していただいた後、3人
で対談されました。参加者からは「自社に持ち帰り、活かしていきたい」といっ
た声が聞かれました。
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